
電気用品安全法の解釈 － 対象非対象関係

平成２０年１２月５日 製品安全課

商品名等

（電気用品名等）

メディアスタッフ

１ 当該商品等の概要

○用途、機能、性能

当機は、ホテルの顧客が操作することにより、チェックイン/アウト及び各種情

報提供を行うものである。

電熱装置を内蔵するプリンター及び１５インチ液晶パネルを有し、パネルのタッ

チキーにより操作するものである。

○構造、仕様、意匠

仕様は、次の４タイプがある。

タイプ１：①チェックアウト時の精算（現金、クレジットカード）、②現金の

両替、③レシート類の発行、④音声・画像による各種案内

タイプ２：①前金によるカードキーの発行（現金、クレジットカード）、②チ

ェックアウト時の精算（現金、クレジットカード）、③現金の両替、

④レシート類の発行、⑤音声・画像による各種案内

タイプ３：①カードキーの回収、②チェックアウト時の精算（現金、クレジッ

トカード）、③現金の両替、④レシート類の発行、⑤音声・画像によ

る各種案内

タイプ４：①前金によるカードキーの発行（現金、クレジットカード）及びカ

ードキーの回収、②チェックアウト時の精算（現金、クレジットカー

ド）、③現金の両替、④レシート類の発行、⑤音声・画像による各種

案内

外観寸法等：高さ１,４２０×幅７００×奥行８３０㎜、重量２５５㎏

定 格：１００Ｖ、５０－６０Ｈｚ、３６０Ｗ

○主な使用者、販売先

使用者はホテル利用者、販売先はホテル事業者

２ 対象・非対象の解釈

タイプ２及び４は、特定電気用品中、電動力応用機械器具の「自動販売機」とし

て取り扱う。

タイプ１及び３は、特定電気用品以外の電気用品中、電動力応用機械器具の「両

替機」として取り扱う。

（理由）

タイプ２及び４は、前金によるカードキーの発行（現金、クレジットカード）

機能を有していることから、「自動販売機」として取り扱うことが妥当と判断す

る。

タイプ１及び３は、販売機能を有さず、精算機能及び両替機能を有することから、

「両替機」として取り扱うことが妥当と判断する。


